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Jones モデル（Jones［1991］），修正 Jones モデル（Dechow et al.［1995］），


















　前者の方法は，Hayn［1995］を発展させた Burgstahler and Dichev［1997］
が用いた方法である。彼らは，報告された会計利益の分布から，利益がゼロの
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額を説明変数として追加し，以下のモデル（CFO 修正 Jones モデル）を提示
した。すなわち，
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の回帰係数（ただし0 1k≤ ≤ ）である。
⑹　推定モデルの問題点


























































































活 性 化 企 業 非活性化企業 合　　　　計
2001 94 951 1,045
2002 105 943 1,048
2003 125 926 1,051
2004 111 938 1,049
2005 175 878 1,053





















活 性 化 企 業 非活性化企業 Z 統 計 量
2001 －0.01736 －0.00675  －2.3567＊
2002 －0.02326 －0.01675  －2.0979＊
2003 －0.02690 －0.02288  －0.8895
2004 －0.02301 －0.01665  －2.3369＊
2005 －0.01430 －0.00547  －2.4525＊
全　　体 －0.02104 －0.01376  －4.1212＊＊
図表２　会計発生項目総額に関する分析結果













Jones モデルと修正 Jones モデルと比較して，CFO 修正 Jones モデルの説明力
が高いこと，Jones モデルと修正 Jones モデルの説明力が米国の先行研究⑾と
比べて低いこと，などは先行研究と一致している。そこで，以降の分析では，
CFO 修正 Jones モデルと成長モデルによる分析結果を中心に検討する。
156
観測数 平均値 標準偏差 第１四分位 中央値 第３四分位
Jones モデル 149 0.179 0.312 0.016 0.144 0.324
修正 Jones モデル 149 0.170 0.341 0.030 0.147 0.327
CFO 修正 Jones モデル 147 0.459 0.462 0.355 0.494 0.685
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CFO 修正 Jones モデル 成長モデル











































































































　また，Jones モデルおよび修正 Jones モデルによる裁量的発生項目額の推定
値の絶対値は，CFO 修正 Jones モデルおよび成長モデルによる裁量的発生項
目額の推定値の絶対値よりも一般的に大きな値を示している。このことは，




























CFO 修正 Jones モデル 成長モデル









































































































CFO 修正 Jones モデル






























































（活性化企業・CFO 修正 Jones モデル）
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⑵　経営者が何らかの意思を持って，本来あるべき数値から乖離した会計利益を報告する，という
行動については，「報告利益管理」のほか，「利益調整」「利益操作」などの用語が用いられる。
本論文では，米国の文献（例えば，Jones［1991］，Dechow et al.［1995］，Burgstahler and 
Dichev［1997］， Kasznik［1999］）で“earnings management”という語法が多いことに鑑み，
奥村［2004］同様，「報告利益管理」という用語を用いる。
⑶　DeAngelo［1986］ は，“the earnings number that would have been reported absent the 
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